
8：00～10：00

8：30～10：00

9：30～11：30

9：30～11：30

健康みどりの会

健康相談

ポリオふれ

共福

10：00～12：00

いき

豊田

いき

ふれ

日 月 火 水 木 金 土

いき

いきいき健康ひろば

運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを

しましょう！

９：００～１２：００
１３：００～１６：００

火～日曜日（祝日休み）

医

薬

医

歯

歯

薬

胃検診

マンモグラフィ

0歳児の広場

子宮検診

ぴよぴよクラブ

保保保

伊

いき

いき

ふれ

いき いき

豊福

伊

柞

保

旧観音寺市H19年1月生まれ

大野原町・豊浜町Ｈ18年6・7月生まれ�

保

豊福

いき

健康相談

ぴよぴよクラブ

育児相談

0歳児の広場

ポリオ

9：00～11：00

9：30～11：30

9：30～11：30

10：00～12：00

13：30～14：30

いき

いき ふれ ふれあい広場

リハビリ教室

もぐもぐレッスン

ポリオ

9：30～11：30

9：30～11：30

10：00～11：30

13：30～14：30
保

保

胃検診

マンモグラフィ

0歳児＆プレママ広場

子宮検診

ぴよぴよクラブ

8：00～10：00

8：30～10：00

10：00～12：00

13：00～14：30

9：30～11：30

胃検診

3歳児健康診査

8：00～10：00

13：30～14：30

保

9：30～10：30

9：30～11：30

10：30～11：30

森内科医院

漆川歯科医院

こぐま薬局

第健調剤薬局

愛育会総会

保 保
8：00～10：00

8：30～10：00

13：00～14：30

胃検診

マンモグラフィ

子宮検診

保
9：00～11：30

9：30～11：30

10：00～11：30

健康相談

自由あそび

骨密度測定

保

9：30～11：30

9：30～11：30

13：30～14：30

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

ポリオ

　茶話会

保
13：30～14：30

ポリオ

8：00～10：00

9：30～11：30

9：30～11：30

8：00～10：00

9：00～11：30

9：30～11：30

国土外科医院

まきの歯科医院

小松薬局

快生堂豊浜調剤薬局

八幡町一丁目☎25－7363

大野原町　☎54－2077

八幡町一丁目☎56－0001

豊浜町　☎56－3477

保

保

柞田町　☎24－0180

木之郷町　☎57－1550

八幡町二丁目☎24－2144

豊浜町　☎52－1818

医

歯

薬

8：00～10：00

9：30～11：30

13：30～15：30

9：30～11：30

9：30～11：30

13：15～14：00

大野原町・豊浜町H19年1月生まれ

15：00～15：30

8：00～10：00

8：30～10：00

10：00～12：00

13：00～14：30

9：30～11：30

マンモグラフィ

子宮検診

ふれあい広場

リハビリ教室

いきいき体操

10カ月児健康診査

いき

ふれ

いき

8：30～10：00

13：00～14：30

9：30～11：30

9：30～11：30

10：00～11：00

マンモグラフィ

子宮検診

健康相談

8：30～10：00

13：00～14：30

9：30～12：00

医

歯

薬

小林整形外科医院

向井歯科医院

快生堂くにた調剤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

胃検診

マンモグラフィ

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

8：00～10：00

8：30～10：00

13：00～14：30

9：30～11：00

9：30～11：30

9：30～11：30

胃検診

マンモグラフィ

子宮検診

健康相談

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

いき

豊福

いき

高

保

保保 柞

保

胃検診

ひまわりサークル

操体法教室

ふれあい広場

リハビリ教室

ポリオ

8：00～10：00

9：30～11：30

9：30～11：30

10：00～12：00

13：30～14：30

胃検診

ぴよぴよクラブ

育児相談（栄養相談）

0歳児の広場

3カ月児健康診査

13：30～15：00

絵本の読み聞かせ

8：00～10：00

8：30～10：00

9：30～11：30

9：30～11：30

9：30～11：30

胃検診

マンモグラフィ

リハビリ教室

ふれあい広場

育児相談

胃検診

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

10カ月児健康診査

胃検診

健康相談

自由あそび

自由あそび

母子推進員総会

3カ月児健康診査

古川町　☎25－0290

柞田町　☎23－2848

本大町　☎25－0116

豊浜町　☎56－3260

5 6 7

8 9 14

15

10 1 1 12 13

1 2 3 4

16 20 21

22 28

29 30

17 18 19

23 2724 25 26

26

豊浜支所福祉保健課
大野原支所福祉保健課
保 健 セ ン タ ー

☎ 52-1204
社会福祉課地域包括支援センター ☎ 23-3968

☎ 54-5706
☎ 23-3964

※
休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
月
の
健
康
診
査
日
に
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

　

上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

編
集
と
発
行
　
観
音
寺
市
役
所
政
策
部
秘
書
課
　
☎
２３
　
３
９
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

携
帯
電
話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

全
レ
ー
ス
実
況
放
送
三
豊
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.k
a
n
o
n
ji.k
a
g
a
w
a
.jp
/

h
ttp
://
w
w
w
.k
a
n
o
n
ji.jp
/

４２
ch

月

テレホン
サービス

実　況
案内・結果

0180-998-841・842
0180-998-843・844
☎
☎
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　琴弾八幡宮の本殿へ登る石段の途中に

あります。みちしるべ正面には「左　遍

ん路道　願主　真念」左側面には「施主

　与州喜多郡内之子村　油屋小左衛門・

・」の文字が刻まれています。「願主　真

念」のみちしるべは1680年前後に建てら

れたと考えられており、県内でも残され

ているのはごくわずか。

　四国八十八カ所の歴史を物語る貴重な

資料です。（与州は現在の愛媛県）

夢がある！！

2　　　3　　　4月 火 水

9　　10　　11月 火 水

へんろ道の
みちしるべ

○平成19年度施政方針のあらまし

○予算が決まりました

○香川県議会議員選挙投票日

目　次

……　2・3

…………………　6～8

………………　9

玉野Ｓ級シリーズ場外

桃太郎杯争奪戦

開設58周年記念川崎競輪場外

桜花賞典・海老澤清杯

9：00～12：00

9：30～12：00

13：30～14：30

転倒予防教室：
シニアエアロビクス

休日当番医

休日当番歯科医

休日当番調剤薬局

保健センター

大野原いきいきセンター

豊浜ふれあい会館

豊浜福祉会館

共同福祉施設軽運動室

高室公民館

豊田公民館

柞田公民館

伊吹公民館

常磐コミュニティセンター

愛育会行事

いき

ふれ

豊田

共福

豊福

医

歯

薬

保

高

柞

伊

常

愛

富田内科医院

いその歯科クリニック

安藤薬局

ケイ・アイ薬局

柞田町　☎25－1577

柞田町　☎56－1280

豊浜町　☎56－3260

医

薬

クニタクリニック

スター調剤薬局

快生堂豊浜調剤薬局

開設57周年記念武雄競輪場外

大楠賞争奪戦

高知Ｓ級シリーズ場外

第21回サンスポ杯争覇戦

柞田町　☎25－7311

財田町　☎67－2416

柞田町　☎24－1339

豊浜町　☎52－5100

医

歯

薬

小山医院

大西ただし歯科クリニック

ふじや薬局本店

姫浜調剤薬局

村黒町　☎25－2354

吉岡町　☎57－5095

観音寺町（青柳）☎25－2884

豊浜町　☎52－1733

5　6　 7　8木 金 土 日

12　13　14　15木 金 土 日

水23　　24　　 25月 火

小松島Ｓ級シリーズ場外

第4回花みずき杯争奪戦

第１回GII

ふるさとダービー観音寺

19　20　21　22木 金 土 日

開設57周年記念西武園競輪場外

ゴールド・ウイング賞争奪戦

26　27　28　29木 金 土 祝

　

旧観音寺市H18年6月生まれ

旧観音寺市H15年9月28日～
10月31日生まれ

13：30～14：30

13：15～13：45

要予約

わ
ら
じ
っ
て
チ
ク
チ
ク
す
る
ん
だ
！

（
関
連
記
事
１５
ペ
ー
ジ
）

わ
ら
じ
っ
て
チ
ク
チ
ク
す
る
ん
だ
！

（
関
連
記
事
１５
ペ
ー
ジ
）

愛 保

13：30～15：00

転倒予防教室：
シニアエアロビクス

10：00～12：00
愛 常

愛 常

10：00～12：00
愛 常 茶話会

10：00～12：00
愛 柞 茶話会

この広報紙は古紙配合１００％再生紙で環境
にやさしい大豆油インクを使用しています。

広報紙の配布についての問い合わせは
0120　494459までご連絡ください。 印刷（株）三豊印刷
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市
民
が
き
ら
め
く
、
元
気
な
ま
ち
・
観
音
寺

　

３
月
定
例
市
議
会
の
冒
頭
、
白

川
市
長
は
、
市
政
の
運
営
に
つ
い

て
の
所
信
と
平
成
１９
年
度
の
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
の
流
れ
が
加
速
化
す

る
中
、
進
む
べ
き
方
向
を
明
確
に

し
、
将
来
に
渡
り
持
続
可
能
な
自

立
し
た
自
治
体
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認

識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
新
市
建
設
計
画
の

将
来
像
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を

基
本
と
し
つ
つ
、
特
に
「
市
民
が

き
ら
め
く
、
元
気
な
ま
ち
・
観
音

寺
」
を
市
政
の
目
標
と
し
、
市
民

の
手
に
よ
る
観
音
寺
ら
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。　

　

新
年
度
の
市
政
運
営
に
お
け
る

基
本
姿
勢
の
第
一
は

「
次
代
に
つ

な
げ
る
新
市
の
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

行
政
と
市
民
の
皆
さ
ま
が
車
の

両
輪
の
よ
う
に
同
じ
方
向
を
向
い

て
、
同
じ
速
度
で
進
み
、
本
市
の

将
来
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
す
る
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的

な
姿
勢
を
心
か
ら
期
待
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
動

力
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

や
市
民
参
加
と
協
働
の
仕
組
み
づ

く
り
を
推
し
進
め
、
明
日
を
担
う

人
材
育
成
や
個
性
と
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

第
二
は

「
市
民
の
安
全
安
心
を

確
か
な
も
の
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
あ
り
ま
す
。

　

経
済
が
発
展
し
、
日
常
生
活
が

豊
か
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
も
っ

と
も
大
切
な
も
の
は
人
の
命
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
尊
い
命
を
い
か
に
し
て
守
る

か
、
そ
し
て
、
い
か
に
し
て
救
う

の
か
、
国
や
県
の
助
け
を
待
っ
て

い
て
は
間
に
合
わ
な
い
状
況
下
に

お
か
れ
た
と
き
、
市
と
い
う
基
礎

的
自
治
体
の
果
た
す
役
割
は
極
め

て
重
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
に
お

い
て
は
初
期
の
防
災
活
動
や
救
命

活
動
を
行
い
、
被
害
を
最
小
限
に

止
め
る
、
地
域
で
活
動
す
る
組
織

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
住
民
自
ら

が
地
域
を
守
る
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
、
災
害
に
よ
る
被

害
者
を
つ
く
ら
な
い
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
を
各
分
野
に
取
り
入
れ

た
、
す
べ
て
の
人
に
安
全
と
優
し

い
心
配
り
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
す
く
す
く
と
育
ち
、
元

気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
に
、
自
治
体
と
し
て
の
自
主
性
・

自
立
性
を
さ
ら
に
高
め
、
真
の
分

権
自
治
を
実
現
す
べ
く
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の

整
備
に
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
近
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
耐
震
強
度
不
足
の
施
設
は
急

ぎ
改
築
ま
た
は
耐
震
改
修
工
事
を

行
う
必
要
が
あ
り
、
既
に
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
強
度
不
足
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
柞
田
小
学
校
に
つ
き
ま

し
て
は
、
早
期
に
校
舎
の
改
築
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
道
１１
号
の
改
修
に
併
せ
た
宮

の
後
水
路
の
改
良
事
業
や
、
引
き

続
き
有
明
地
区
の
小
規
模
都
市
下

水
路
整
備
、
柞
田
幹
線
水
路
排
水

改
良
事
業
を
実
施
し
、
大
雨
時
の

災
害
を
最
小
限
に
止
め
る
施
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

渇
水
時
に
お
い
て
も
安
定
し
た

給
水
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
渇

水
対
策
用
補
助
水
源
の
確
保
や
施

設
整
備
を
進
め
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
音
寺
東
分
団
屯
所
や
小
山
分

団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
な
ど
の
消

防
防
災
施
設
の
整
備
や
、
防
災
マ

ッ
プ
を
作
成
し
全
戸
配
布
す
る
な

ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

斎
場
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
用
地
造
成
工
事
を
進
め
て
お

り
、
新
年
度
は
、
建
築
工
事
に
着

手
し
平
成
２０
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

将
来
を
託
す
人
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
高
齢
化
社
会
を
支
え

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

中
部
中
学
校
の
校
舎
改
築
工
事

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。
工
事

期
間
中
は
生
徒
お
よ
び
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
早
期
完
成
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来

館
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
市
民
へ

の
宅
配
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
を
進
め
る
た
め
の
指

針
と
な
る
地
域
福
祉
計
画
は
、
早

期
に
策
定
し
福
祉
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
１０
月
か
ら
運
行
い
た
し
て

お
り
ま
す
の
り
あ
い
バ
ス
に
つ
き

ま
し
て
は
、
老
朽
化
の
著
し
い
２

台
の
バ
ス
を
更
新
し
、
市
の
公
共

交
通
と
し
て
市
民
の
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

伊
吹
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
の

り
あ
い
自
動
車
の
運
行
を
開
始
い

た
し
ま
す
。

　

合
併
後
の
全
市
的
な
計
画
に
修

正
す
る
必
要
が
あ
る
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
平
成
１９
・
２０

年
度
の
２
カ
年
で
見
直
し
を
か
け

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
た

に
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
活

用
し
、
中
心
市
街
地
の
一
体
的
な

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
の
丘
公
園
多
目
的
広

場
に
夜
間
照
明
施
設
を
設
置
し
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
選
手
権
大
会
を
招
致
し
、

観
音
寺
市
を
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
ス
ポ
ー

ツ
の
感
動
や
楽
し
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

市
民
が
自
ら
企
画
し
実
施
す
る

地
域
づ
く
り
事
業
に
対
し
て
助
成

す
る
合
併
地
域
振
興
事
業
費
補
助

金
を
創
設
し
、
市
民
活
動
と
地
域

の
活
性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

必
要
な
時
に
必
要
な
行
政
情
報

を
メ
ー
ル
受
信
で
き
る
行
政
メ
ー

ル
配
信
事
業
を
開
始
し
、
市
民
と

の
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

観
音
寺
市
総
合
振
興
計
画
は
基

本
計
画
に
着
手
し
、
早
期
の
策
定

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
の
庁
舎
は
老
朽
化
が
激
し

い
う
え
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
無
く
、

各
課
の
窓
口
が
分
散
し
て
お
り
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
優
し
い
も

の
と
は
言
え
ず
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
来
庁
者
の
安
全

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
、
災

害
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
建
設
に

向
け
た
調
査
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
か
ら
税
務
課
を

２
課
に
分
割
し
、
徴
収
部
門
の
強

化
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
大
綱
・
集
中
改
革
プ

ラ
ン
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
把
握
し
、

さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
強
力
に
推

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し

第
一
は

「
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

第
二
は

「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」

第
三
は

「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

第
四
は

「
住
民
が
主
役
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」

重
点
施
策
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新
市
建
設
計
画
に
基
づ
く
6
つ
の
ま
ち
づ
く
り

１
心
と
か
ら
だ
の
健
康
を

　
守
る
ま
ち

　
【
保
健
・
医
療
・
福
祉
】

２
暮
ら
し
と
自
然
が
共
生

　
す
る
ま
ち

【
環
境
保
全
・
生
活
環
境
】

３
誰
も
が
生
き
生
き
と
学

　
び
、
成
熟
す
る
ま
ち

【
教
育
・
文
化
】

❶
健
康
づ
く
り
の
促
進

　

予
防
接
種

　

妊
婦
お
よ
び
乳
児
健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
対
策

　

老
保
健
診

　

が
ん
検
診

　

一
日
人
間
ド
ッ
ク

　

食
生
活
改
善
推
進

　

地
域
医
療
確
保
対
策
な
ど

❷
子
育
て
支
援
の
充
実

　

子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　

児
童
手
当

　

延
長
保
育
促
進

　

地
域
子
育
て
推
進

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
な
ど

❸
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

在
宅
介
護
慰
労
金
支
給

　

敬
老
会

　

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

　

生
活
管
理
指
導
員
派
遣

　

介
護
予
防

　

後
期
高
齢
者
シ
ス
テ
ム
整
備
な
ど

❹
障
害
者
福
祉
の
充
実

　

相
談
支
援

　

生
活
支
援
ワ
ー
カ
ー

　

日
常
生
活
用
具
給
付
等

　

移
動
支
援

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能

　

強
化

　

障
害
者
自
立
支
援
特
別
対
策
な
ど

❺
地
域
福
祉
の
充
実

　

地
域
福
祉
計
画
策
定

　

離
島
ヘ
ル
パ
ー
養
成

　

民
生
委
員
活
動
な
ど

❻
地
域
医
療
の
充
実

　

高
額
療
養
つ
な
ぎ
資
金
貸
付

　

三
豊
総
合
病
院
組
合
負
担

　

三
観
広
域
負
担
（
日
曜
当
番
医
、

　

小
児
救
急
医
療
）

　

三
豊
准
看
護
学
院
補
助
な
ど

❼
社
会
保
障
の
充
実

　

生
活
保
護
扶
助

　

国
民
健
康
保
険

　

老
人
保
健

　

介
護
保
険
な
ど

❶
自
然
環
境
の
保
全

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

設
置
整
備

　

環
境
公
害
測
定

　

地
域
環
境
総
合
計
画
策
定
な
ど

❷
公
園
・
緑
地
等
の
整
備

　

県
営
公
共
事
業
負
担
（
琴
弾
公
園

　

施
設
整
備
）

　

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
で
き
る
公
園

　

づ
く
り

　

萩
の
丘
公
園
多
目
的
広
場
照
明
施

　

設
整
備

　

斎
場
建
設
な
ど

❸
河
川
等
の
整
備

　

河
川
維
持
管
理

　

県
営
た
め
池
等
整
備

　

地
域
用
水
環
境
整
備

　

宮
の
後
水
路
改
良
な
ど

❹
廃
棄
物
処
理
の
充
実

　

ご
み
減
量
化
対
策

　

分
別
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

　

廃
乾
電
池
処
理

　

生
ご
み
処
理
機
設
置　

　

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
離
島
対
策

　

脱
水
汚
泥
処
理
な
ど

❺
生
活
排
水
処
理
対
策
の
推
進

　

浄
化
槽
設
置
整
備

　

小
規
模
都
市
下
水
路
整
備

　

公
共
下
水
道

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
維
持

　

管
理
な
ど

❻
水
資
源
の
確
保

　

水
道
新
設
改
良

　

渇
水
対
策

　

水
道
施
設
総
合
整
備
計
画
策
定

　

老
朽
配
水
管
改
良

　

水
道
水
源
自
動
監
視
設
備
整
備

　

第
8
号
取
水
井
戸
新
設
な
ど

❶
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実

　

小
学
校
施
設
耐
震
化

　

伊
吹
小
学
校
単
式
学
級

　

児
童
生
徒
等
安
全
対
策

　

柞
田
小
学
校
校
舎
改
築

　

外
国
青
年
招
致
（
外
国
語
指
導

　

助
手
）

　

中
部
中
学
校
校
舎
改
築

　

幼
稚
園
預
か
り
保
育

　

不
登
校
対
策
教
育
支
援

　

中
学
生
海
外
派
遣
な
ど

❷
生
涯
学
習
・
芸
術
文
化
活
動
の

　

活
性
化

　

市
民
音
楽
祭
開
催

　

市
民
文
化
祭
開
催

　

地
区
公
民
館
生
涯
学
習

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

図
書
館
情
報
整
備

　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど

❸
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
条
件
整
備

　

日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選

　

手
権
大
会
開
催

　

健
康
つ
く
り
推
進

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
な
ど

❹
歴
史
・
地
域
文
化
の
保
全
と
継

　

承

　

子
ど
も
文
化
財
探
偵
団

　

埋
蔵
文
化
財
調
査

　

指
定
文
化
財
保
存

　

郷
土
資
料
館
災
害
関
連
な
ど

❺
人
権
の
尊
重

　

同
和
問
題
啓
発

　

地
域
人
権
啓
発
活
動
活
性
化

　

人
権
・
同
和
問
題
意
識
調
査

　

認
め
合
う
人
権
推
進
な
ど

❶
農
林
業
の
振
興

　

農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

　

有
機
農
産
物
生
産
振
興
対
策

　

園
芸
か
が
わ
産
地
構
造
改
革
総

　

合
対
策

　

畜
産
共
進
会

　

松
く
い
虫
防
除

　

単
独
県
費
林
道
・
治
山
整
備

　

ほ
場
整
備
推
進
農
地
流
動
化
奨
励

　

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良

　

県
営
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備

　

（
西
讃
南
部
地
区
）

　

農
地
等
高
度
利
用
促
進
（
広
庄

　

地
区
）

　

県
営
湛
水
防
除
（
高
屋
・
八
幡

　

地
区
）

　

基
盤
整
備
促
進
（
粟
井
地
区
、

　

中
姫
地
区
、
野
々
池
大
坪
地
区
）

　

柞
田
幹
線
水
路
排
水
改
良

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

　

策
な
ど

❷
水
産
業
の
振
興

　

重
要
稚
仔
放
流

　

漁
礁
等
保
全

　

伊
吹
地
域
漁
港
整
備
な
ど

❸
商
工
業
の
振
興

　

中
小
企
業
融
資
預
託

　

勤
労
者
等
住
宅
建
設
資
金
融
資

　

預
託

　

商
店
街
等
活
性
化
促
進

　

工
場
等
立
地
促
進

　

農
村
地
域
工
業
等
導
入

　

山
田
産
業
団
地
造
成
な
ど

❹
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

　

活
性
化

　

観
光
宣
伝

　

地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
推
進

　

海
岸
等
美
化

　

ふ
る
さ
と
ダ
ー
ビ
ー
開
催
な
ど

❶
交
通
基
盤
の
整
備

　

エ
コ
・
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド

　

市
道
路
線
再
編
成

　

粟
井
地
区
環
境
整
備
（
道
路
改

　

築
、
道
路
維
持
）

　

ゆ
と
り
あ
る
歩
道
づ
く
り
推
進

　

市
道
舗
装
新
設

　

開
岳
谷
口
線
改
築

　

粟
屋
堂
之
岡
線
改
築

　

三
軒
屋
線
改
築

　

丸
井
立
野
線
改
築

　

曼
陀
支
線
改
築

　

姫
浜
上
松
線
亀
錦
橋
改
修
な
ど

❷
公
共
交
通
の
充
実

　

の
り
あ
い
バ
ス
運
行

　

の
り
あ
い
バ
ス
購
入

　

離
島
交
通
対
策
な
ど

❸
港
湾
施
設
の
整
備

　

県
営
公
共
事
業
負
担
（
港
湾
）

　

室
本
港
港
湾
改
修
な
ど

❹
市
街
地
空
間
の
整
備

　

街
路
灯
増
設

　

県
営
公
共
事
業
負
担
（
街
路
）

　

中
央
七
間
橋
線
道
路
改
築

　

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど

❺
居
住
空
間
の
整
備

　

市
営
住
宅
環
境
整
備

　

改
良
住
宅
環
境
整
備

　

市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

　

計
画
策
定
な
ど

❻
適
切
な
土
地
利
用
の
推
進

　

香
川
県
都
市
計
画
基
礎
調
査
負
担

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
修

　

正
な
ど

❼
消
防
・
防
災
の
推
進

　

消
防
団
活
動
活
性
化

　

防
火
水
槽
建
設

　

観
音
寺
東
分
団
屯
所
建
設

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備

　

地
域
防
災
推
進
な
ど

❽
防
犯
の
充
実
、
交
通
安
全
の
推
進

　

地
域
防
犯
推
進

　

交
通
安
全
対
策

　

交
通
安
全
施
設
整
備
な
ど

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進

❾
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

　

情
報
化
計
画
策
定

　

行
政
メ
ー
ル
配
信
な
ど

❶
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援

　

国
際
交
流

　

住
居
表
示
整
備

　

自
治
公
民
館
建
設
補
助

　

合
併
振
興
基
金
造
成

　

離
島
振
興
な
ど

❷
市
民
参
画
の
推
進

　

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
推
進

　

男
女
共
同
参
画
推
進

　

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
広
報
な
ど

❸
行
財
政
の
改
革

　

新
市
建
設
推
進

　

総
合
振
興
計
画
策
定

　

行
政
改
革
推
進

　

収
納
率
向
上
特
別
対
策
な
ど

　

４
活
力
・
魅
力
が
豊
か
さ
を

　
創
る
ま
ち
【
産
業
・
交
流
】

５
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤

　
の
充
実
し
た
ま
ち

　【
基
盤
整
備
】

６
住
民
自
治
が
花
開
く
ま
ち

【
市
民
活
動
・
行
財
政
】
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予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
１９
年
度
当
初
予
算

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水

道
事
業
会
計
の
予
算
総
額
は
６

５
４
億
６，　

８
４
２
万
円
に
な

り
ま
し
た
。
前
年
度
対
比
3
5

億
４，

１
５
７
万
１
千
円
（
5.7

パ
ー
セ
ン
ト
）
増
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
競
輪
事
業
3
8

億
７，

０
０
０
万
円
の
増
が
主

因
で
、
４
月
に
予
定
し
て
い
る

Ｇ
Ⅱ
ふ
る
さ
と
ダ
ー
ビ
ー
開
催

に
よ
る
増
加
分
で
す
。

　

市
の
財
政
状
況
は
、
緩
や
か

な
景
気
回
復
で
の
企
業
収
益
の

改
善
か
ら
、
市
税
収
入
の
増
が

見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
国
庫
支

出
金
や
地
方
交
付
税
の
抑
制
は

一
段
と
顕
著
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
従
来
の

行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
る
と

と
も
に
２
年
目
を
迎
え
た
真
の

合
併
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
こ

と
を
念
頭
に
、
思
い
切
っ
た
施

策
・
事
業
の
効
率
化
を
図
り
、

当
面
す
る
政
策
課
題
に
重
点
配

分
す
る
な
ど
、
予
算
の
質
の
改

善
・
透
明
性
の
確
保
に
取
り
組

み
、
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

　

市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の

３
つ
の
予
算
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
般
会
計
は
、
福
祉
や
教
育
、

道
路
や
公
園
の
整
備
と
い
っ
た

一
般
的
な
事
業
に
使
わ
れ
る
予

算
で
、
市
の
事
業
の
大
部
分
を

賄
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
般
会

計
予
算
額
は
、
前
年
度
当
初
予

算
に
比
べ
て
５
億
３，

０
０
０

万
円
（
2.2
パ
ー
セ
ン
ト
）
減
の

２
３
７
億
２，

０
０
０
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
と
き
や
特
定
の
収
入
で

事
業
を
行
う
場
合
に
、
経
理
を

ほ
か
の
会
計
と
区
別
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
に
、
法
律
や
条
例

に
基
づ
い
て
設
置
し
て
い
る
会

計
で
す
。
平
成
１９
年
度
当
初
予

算
で
は
、
１５
の
特
別
会
計
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
皆
さ

ん
の
生
活
に
直
接
か
か
わ
り
の

あ
る
国
民
健
康
保
険
事
業
や
老

人
保
健
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
の
ほ
か
競
輪

事
業
や
航
路
事
業
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
と
し
一
年
間
、
こ
の
予
算

で
本
市
が
目
指
す
べ
き
都
市
像

「
海
・
山
・
川　

そ
し
て
人
が

織
り
な
す
『
新
・
田
園
都
市
』
」

の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、「
平
成
１９
年
度
一
般
会

計
予
算
書
及
び
予
算
に
関
す
る

説
明
書
」「
平
成
１９
年
度
特
別
会

計
予
算
書
及
び
予
算
に
関
す
る

説
明
書
」
は
、
市
役
所
総
合
案

内
所
、
大
野
原
支
所
お
よ
び
豊

浜
支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
見
る
と
、
市
が
一
年
間
に

行
う
事
務
事
業
の
予
算
が
分
か

り
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
の
中
で
一
番
多
い
の
は

市
税
で
す
。
こ
れ
は
市
民
の
皆

さ
ん
や
事
業
所
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
で
す
が
、
前
年
度

と
比
べ
て
７
億
３，

５
４
６
万

５
千
円
（
9.0
パ
ー
セ
ン
ト
）
増

の
8
8
億
６，

７
３
０
万
６
千

円
の
見
込
み
で
す
。
た
だ
し
、

こ
の
中
に
は
税
源
移
譲
分
５
億

円
や
、
個
人
市
民
税
の
定
率
減

税
廃
止
分
１
億
１，

０
０
０
万

円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
景

気
回
復
に
よ
る
住
民
・
法
人
税

の
増
加
分
は
１
億
２，

５
４
６

万
５
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
は
地
方
交
付
税

で
、
国
の
政
策
に
よ
り
前
年
度

か
ら
１
億
１，

０
８
９
万
４
千

円
（
2.5
パ
ー
セ
ン
ト
）
減
の
4
2

億
８，

０
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
比

で
１
５
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

1
7
億
１，

４
０
６
万
１
千
円

で
す
。
こ
れ
は
、
ま
ち
づ
く
り

総
合
支
援
事
業
の
第
一
期
区
間

が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

ま
す
。

　

県
支
出
金
は
前
年
度
比
で
１

２
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
1
6

億
８
５
１
万
６
千
円
で
す
。
主

な
要
因
は
、
県
民
税
取
扱
事
務

委
託
金
の
増
額
や
基
盤
整
備
促

進
事
業
な
ど
の
事
業
量
の
増
加

に
伴
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
レ
ジ
ャ
ー
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
売
り
上

げ
が
低
迷
す
る
競
輪
事
業
か
ら

の
繰
入
金
は
昨
年
に
引
き
続
き

４
年
連
続
見
込
め
な
い
状
況
で

す
。

予
算
の
あ
ら
ま
し

ど
の
よ
う
な
予
算
編
成
？

歳入・歳出グラフ 一般会計当初予算

（単位：千円、％）

会　　計　　名

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

水　道　事　業　会　計

予　　算　　総　　計

競輪事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険伊吹診療所特別会計

老人保健事業特別会計

介護保険事業特別会計

介護予防サービス事業特別会計

航路事業特別会計

豊田財産区特別会計

粟井財産区特別会計

一ノ谷財産区特別会計

粟井坂瀬山林特別会計

田野々地区簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

健康交流施設「おおのはら」管理運営事業特別会計

産業団地造成事業特別会計

増　減　額 増減率
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香川県議会議員選挙投票日
まず投票　あなたが主役の郷土づくり

ま　ち

香川県議会議員選挙投票日
まず投票　あなたが主役の郷土づくり

ま　ち

4 8月 日（日）
投
票
時
間

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

郵
便
で
の
不
在
者
投
票

税
務
課
が
２
課

に
分
か
れ
ま
す

点
字
投
票

４月１日から！！

代
理
投
票

開
票
場
所
・
時
間

　

４
月
８
日
（
日
）
は
香
川
県
議

会
議
員
選
挙
の
投
票
日
。
県
政

を
推
進
す
る
議
会
の
議
員
を
選

ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
せ

ず
に
、
自
覚
と
良
識
の
あ
る
一

票
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

　

伊
吹
町

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

午
後
９
時
〜

　

投
票
日
に
用
事
な
ど
が
あ
り
、

投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
あ
る
い
は
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

期　

間

　

３
月
３１
日
（
土
）
〜
４
月
７
日

　

（
土
）
／
土
・
日
曜
日
も
実
施

時　

間

　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

場　

所

　

観
音
寺
共
同
福
祉
施
設
／
左

　

図
参
照

　

自
宅
な
ど
で
投
票
が
で
き
る

の
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま

た
は
戦
傷
病
者
手
帳
が
交
付
さ

れ
て
い
る
人
で
、
そ
の
障
害
の

程
度
が
一
定
の
基
準
に
当
て
は

ま
る
人
、
ま
た
は
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
の
「
要
介
護
５
」

の
人
に
限
り
ま
す
。

　

郵
便
で
投
票
す
る
場
合
、
あ

ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
、
そ
の
証
明
書

を
添
え
て
投
票
用
紙
な
ど
を
請

求
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
郵
便
で
の
不
在
者
投
票

の
代
理
記
載
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字

で
投
票
が
で
き
ま
す
。
点
字
器

具
は
投
票
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、

当
日
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、

自
分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の

氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
の
た
め
に
、
代
理
投
票
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
投
票
所
の

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
税
務
課
が

次
の
と
お
り
、
税
務
課
と
納
税

課
の
２
課
に
分
か
れ
ま
す
。
手

続
き
な
ど
を
す
る
場
合
は
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課　
 

☎
２３
―

３
９
２
２

市
民
税
係

○
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保

　

険
税
の
賦
課

○
介
護
保
険
料
の
賦
課

資
産
税
係

○
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税

　

な
ど
の
賦
課

○
税
務
公
簿
の
閲
覧

納
税
課　
　

☎
２３
―

３
９
９
２

収
納
係

○
税
務
証
明
、
介
護
保
険
料
納

　

付
証
明

○
軽
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
標

　

識
交
付

○
市
た
ば
こ
税
、
入
湯
税

○
口
座
振
替

徴
税
係

○
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

　

介
護
保
険
料
の
徴
収
、
督
促
、

　

滞
納
整
理
処
分

期日前
不在者

投票場所

働
く
婦
人

の
家

共
同
福
祉

施
設

中
央
公
民
館

社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー

市
役
所

市
民
会
館

　

地
方
交
付
税
の
減
少
や
競
輪

事
業
か
ら
の
繰
入
金
が
見
込
め

な
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
財
源
不

足
を
補
う
た
め
、
市
の
貯
金
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら

１
０
億
８，

２
０
０
万
円
を
取

り
崩
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出

　

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
１
０
７
億
７

２
７
万
４
千
円
で
、
予
算
の
構

成
比
率
は
４
５
・
１
パ
ー
セ
ン

ト
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
1.4

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
予
算
総
額
の
減
に
よ

る
も
の
、
お
よ
び
公
債
費
の
増

加
や
団
塊
の
世
代
の
職
員
の
退

職
に
か
か
る
退
職
金
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

建
設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的

経
費
は
３
５
億
２
４
２
万
９
千

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
８
億

１，
１
８
３
万
６
千
円
、
１
８
・

８
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
豊
浜
総
合
体
育

館
建
設
事
業
が
完
了
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
継
続

事
業
と
し
て
、
中
部
中
学
校
校

舎
改
築
事
業
、
斎
場
建
設
事
業
、

柞
田
幹
線
水
路
排
水
改
良
事
業

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
校
舎
の
一
部

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
低
下
が

判
明
し
た
柞
田
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
問
題
の
あ
る
校
舎
を
改

築
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
ほ
か

の
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
も
順

次
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
耐

震
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

各
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出

金
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
よ
り

３.６
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
２
７
億
４，

２
８
７
万
９
千
円
で
、
老
齢
人

口
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
老
人

保
健
事
業
や
国
民
健
康
保
険
事

業
へ
の
繰
出
金
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
１９
年
度
当
初
予
算
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
合
併
２

年
目
を
迎
え
、
合
併
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
、

住
民
参
画
・
協
働
の
も
と
、
そ

の
効
果
を
市
民
生
活
に
反
映
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
費
用
対
効
果

を
追
求
し
、
緊
急
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
に
重
点
を
置
い
て
施

策
・
事
業
の
選
択
と
集
中
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
充
実
し

た
生
活
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
み
ま
す
。

用
語
解
説

　

地
方
交
付
税
／
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
も
の

　

国
庫
支
出
金
／
国
か
ら
の
補
助
金
・
負
担
金
・
委
託
金
な
ど
の
こ
と

　

財
政
調
整
基
金
／
年
度
間
の
財
政
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
設
け
て
い
る
市
の
貯
金

　

市
債
／
市
の
借
り
入
れ
金

　

扶
助
費
／
生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
、
高
齢
者
医
療
、
乳
児
医
療
な
ど
に
要
す
る
経
費

　

公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債
の
元
金
、
お
よ
び
利
子
の
支
払
い
に
要
す
る
経
費

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
大
切
な
税
金
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て

皆
さ
ん
の
元
へ
か
え
っ
て
き
ま
す

市民１人当たり361,272円の予算の使い道

※小数点以下四捨五入

９８,８５５円

民生費

４８,３５４円

衛生費

４５,６９１円

総務費
４４,４１９円

教育費

４１,５０４円

公債費

３１,６１５円

土木費

１４,１６２円

消防費

１０,３５９円

商工費

５,１９３円

その他

２１,１２０円

農林水産業費

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
？

10000円

10000円

10000円



1011

　

新
市
の
市
民
相
互
の
融
和
を

円
滑
に
推
進
し
、
自
主
的
に
地

域
づ
く
り
を
振
興
す
る
活
動
や

調
査
研
究
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
の
あ
っ
た
事
業

を
審
査
検
討
す
る
検
討
委
員
も

併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

事
業
の
募
集

応
募
期
間

　

４
月
２
日
（
月
）
〜
２７
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

対
象
事
業

　

①
市
民
の
融
和
を
円
滑
に
推

　
　

進
す
る
も
の

　

②
環
境
保
全
・
景
観
づ
く
り

　
　

の
振
興
に
関
す
る
も
の

　

③
子
育
て
支
援
に
関
す
る
も

　
　

の

　

④
地
域
経
済
の
振
興
に
関
す

　
　

る
も
の

　

⑤
地
域
文
化
・
教
育
の
振
興

　
　

に
関
す
る
も
の

応
募
資
格

　

次
の
要
件
を
満
た
す
非
営
利

団
体
と
し
ま
す
。

　

①
市
内
に
事
務
所
、
ま
た
は

　
　

活
動
の
拠
点
が
あ
り
、
構

　
　

成
員
の
３
分
の
２
以
上
が

　
　

市
内
在
住
者

　

②
構
成
員
が
１０
人
以
上

　

③
市
民
に
開
か
れ
て
い
る

　

④
代
表
者
、
運
営
方
法
を
定

　
　

款
、
規
約
ま
た
は
会
則
で

　
　

定
め
て
い
る

　

⑤
独
立
し
た
組
織

＊
た
だ
し
、
政
治
活
動
や
宗
教
活
動

　

を
目
的
と
す
る
団
体
、
お
よ
び
平

　

成
18
年
度
観
音
寺
市
合
併
記
念
事

　

業
費
補
助
金
を
交
付
さ
れ
た
団
体

　

は
除
き
ま
す
。

採
択
事
業
の
取
り
扱
い

　

実
施
経
費
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

検
討
委
員
の
募
集

応
募
期
間

　

４
月
２
日
（
月
）
〜
２７
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

応
募
資
格

　

市
内
に
在
住
し
、
無
償
で
会

議
に
出
席
で
き
る
人

＊
本
市
議
会
議
員
、
お
よ
び
本
市
の

　

職
員
は
除
き
ま
す
。

発　
　

表

　

採
択
事
業
と
検
討
委
員
は
い

ず
れ
も
選
考
の
上
、
直
接
代
表

者
ま
た
は
本
人
へ
通
知

応
募
方
法

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
 
 
 
 

で
応
募
す
る
場
合 

　

①
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

　
　

ク
セ
ス

　

②
合
併
地
域
振
興
事
業
募
集

　
　

コ
ー
ナ
ー
か
ら
応
募

■
市
役
所
総
合
案
内
所
や
各
支

　

所
の
受
付
窓
口
に
設
置
の
応

　

募
用
紙
に
記
入
し
て
応
募

＊
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
企
画
課
に

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
６
８
―

８
６
０
１

　

住
所
の
記
載
不
要

　

観
音
寺
市
政
策
部
企
画
課
企

　

画
調
整
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
７

　
　
　
　
　

 

２３
―

３
９
２
０

　

地
元
企
業
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
や
地
域

経
済
の
活
性
化
、
お

よ
び
財
源
確
保
の
た

め
市
の
広
報
紙
に
有

料
広
告
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
新
年
度
か

ら
新
た
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
有
料
広
告

を
掲
載
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、
秘
書
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
告
の
位
置

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
右
部

広
告
の
大
き
さ

　

縦
５０
ピ
ク
セ
ル

 

横
１
３
５
ピ
ク
セ
ル

枠
数　

８
枠

容
量　

６
Ｋ
Ｂ
以
下

形
式　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
（
ア
ニ
メ
ー
シ

　

ョ
ン
不
可
）
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま

　

た
は
Ｐ
Ｎ
Ｇ

掲
載
期
間

　

１
カ
月
単
位
（
原
則
１
日
か

　

ら
月
末
ま
で
）

広
告
掲
載
料

　

１
枠
２
万
円
／
月
・
前
納

広
報
紙

広
告
の
位
置

　

「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

　

の
ペ
ー
ジ
下
段

広
告
の
大
き
さ

　

縦
１０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

横
8.5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

広
告
掲
載
料

　

１
枠
３
万
円
（
２
枠
を
１
枠

　

と
す
る
も
可
）

申
し
込
み
先

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
紙
と

　

も
秘
書
課
広
聴
広
報
係

広
告
募
集

募集します

企画課　☎23－3917

合併地域振興事業

F

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
紙
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

秘
書
課　

☎
23
│

３
９
１
５

募集期限 申し込み・問い合わせ先

５月２５日（金）当日消印有効 観音寺商工会議所内　銭形まつり実行委員会事務局

☎25－3073　○24－0526＊記載の内容は、変更になる場合があります。

e-mail zenigata@kan-cci.or.jp

Ｆ

第１２回銭形踊りコンテスト
出場チーム募集！出場チーム募集！

銭形よさこい２００７
踊り連大募集！！

■開催日・場所

7月15日(日)
有明グラウンド特設ステージ
７月１５日(日)
有明グラウンド特設ステージ

■踊り要領

楽曲…自由（「Zenigata'99」｢銭形おどり」｢銭形ば

　やし」の曲の一部を挿入して5分以内にまとめる）

振付…自由

楽曲…自由（「Zenigata'99」｢銭形おどり」｢銭形ば

　やし」の曲の一部を挿入して5分以内にまとめる）

振付…自由

■参加資格 １チーム５人以上
（複数のチームに重複不可）

■賞　金 グランプリ…賞金１００万円ほか

■開催日・場所

７月１６日(祝)

上市・駅通・

柳町・はれはれ

通り・各商店街

■踊りスタイル

楽曲…自由・１曲約４分

パレード、ステージ上、その場で踊る３スタイル

音響車は実行委員会で用意

*途中参加では、３スタイルすべて踊れない場合有り

■参加費 ５,０００円

▲これはイメージです

第４２回かんおんじ銭形まつり

学
校
周
辺
の
交
通
安
全
に
協
力
を
！

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト

　

学
校
周
辺
に
「
歩
行
者
用
道

路
」
や
「
車
両
の
通
行
を
一
方

通
行
と
す
る
区
間
」
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

こ
れ
は
、
日
や
時
間
を
限
定

し
て
車
両
の
通
行
を
禁
止
し
、

子
ど
も
た
ち
や
歩
行
者
な
ど
が

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

４
月
か
ら
新
学
期
。
ま
だ
交

通
ル
ー
ル
に
慣
れ
て
い
な
い
新

入
生
た
ち
が
、
学
校
に
通
い
始

め
ま
す
。
通
学
時
間
帯
に
は
、

こ
の
区
間
を
車
や
バ
イ
ク
な
ど

で
通
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
道

路
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ほ
か
の
道
路
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

■歩行者用道路 ■歩行者用道路

■車両の通行を一方通行とする区間 ■歩行者用道路

一ノ谷小学校

終日

豊浜小学校

萩原小学校

常磐小学校

常磐幼稚園
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下水道の処理区域下水道の処理区域
広 が り ま す

　大雨の浸水を防いだり、河川や海などの水質汚濁を防

いだりして日常生活に欠かせない施設「下水道」。

　平成１９年度から新たな処理区域として坂本町・村黒

町・瀬戸町・南町・昭和町・三本松町・柞田町下出の一

部が広がります。

　公共下水道の「処理区域」になった地域では、下水道

法で３年以内にくみ取り式トイレから水洗トイレに改造

することが義務付けられています。

　快適な生活環境づくりにご協力をお願いします。

下水道課　☎２５－６８９０

人
権
シ
リ
ー
ズ
6

外

国

人

の

人

権

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

おめでとう
ございます

平成１８年度

人権作品優秀賞

萩原小５年
大西　春妃さん

柞田小６年（平成１８年度）

真鍋　友里さん

村黒町 坂本町五丁目 昭和町一丁目

柞田町下出 坂本町五丁目 三本松町

瀬戸町三丁目 瀬戸町一丁目 南町

　

国
際
化
が
進
み
、
日
本
に
定

住
す
る
外
国
人
が
毎
年
約
６
万

人
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
０
年
（
平
成
２
年
）

に
は
、
約
１
０
７
万
人
だ
っ
た

外
国
人
（
外
国
人
登
録
者
）
は
、

２
０
０
５
年
（
平
成
１７
年
）
に

は
２
０
０
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
総
人
口

の
約
1.6
％
に
な
り
ま
す
。

　

国
籍
別
で
は
韓
国
・
朝
鮮
が

約
６１
万
人
と
最
も
多
く
、
以
下

中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ペ
ル
ー
、
ア
メ
リ
カ
と
続

い
て
い
ま
す
。

　

市
の
外
国
人
登
録
者
数
は
５

２
６
人
（
平
成
１９
年
２
月
２８
日

現
在
）
で
、
内
訳
は
女
性
４
０

７
人
、
男
性
１
１
９
人
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
籍
別
で

は
、
中
国
が
３
１
７
人
で
最
も

多
く
、
以
下
フ
ィ
リ
ピ
ン
５６
人
、

韓
国
・
朝
鮮
５０
人
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
３１
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
２６
人
、

ベ
ト
ナ
ム
１６
人
、
ア
メ
リ
カ
１６

人
、
そ
の
ほ
か
８
カ
国
１４
人
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
外
国
人
に
対
し

て
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
人
権
感
覚
を
持
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

姉
妹
都
市
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市

か
ら
昨
年
の
８
月
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
（

外
国
語
指
導
助
手
）
と
し
て
来

て
い
る
ベ
タ
ー
ズ
さ
ん
に
本
市

の
印
象
や
住
み
心
地
を
聞
き
ま

し
た
。
仕
事
に
関
し
て
は
「
児

童
・
生
徒
に
気
持
ち
良
く
英
語

教
育
が
で
き
て
い
る
」
。
日
々
の

生
活
で
は
、
日
本
食
に
も
慣
れ
、

特
に
「
う
ど
ん
、
焼
き
肉
、
納

豆
が
好
き
に
な
っ
た
」「
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
の
買
い
物
も
楽
し
い
」
。

困
っ
た
こ
と
や
不
愉
快
だ
っ
た

こ
と
は
「
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た

お
に
ぎ
り
を
割
り
ば
し
で
食
べ

て
い
て
笑
わ
れ
た
」「
ア
パ
ー
ト

の
ゴ
ミ
を
１
日
早
く
出
し
、
厳

し
く
注
意
さ
れ
た
」
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
と
言
葉
や
生
活
習
慣
の

違
い
に
戸
惑
っ
て
い
る
こ
と
も

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
真
に
国
際
化
さ
れ
た

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
外
国

人
が
同
じ
地
域
に
住
む
こ
と
を

当
然
と
す
る
意
識
を
醸
成
し
、

地
域
社
会
へ
の
外
国
人
の
積
極

的
な
参
加
を
促
す
た
め
に
、
地

域
で
の
交
流
や
相
互
の
文
化
、

習
慣
を
体
験
で
き
る
機
会
を
提

供
す
る
な
ど
、
相
互
理
解
と
協

力
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

競輪事務局　☎25－1711

地上波テレビ放送

場内イベント

KSB瀬戸内海放送
　４月１９日（木)　午後４時～午後４時４５分

　　　２０日（金)　午後４時～午後４時４５分

　　　２２日（日)　午後４時～午後４時５０分

吉岡稔真氏＆中野浩一氏トークライブ

吉岡稔真氏サイン会（先着５０人：整理券有り）

今日のレース徹底分析

日本名輪会トークライブ＆サイン会

お接待所開設

４月２２日（日）／午後２時３０分ごろ

場内第１投票所前ステージ

各日４R＆８R発売中に実施

場内第１投票所前ステージ

　

４月２１日（土）５R＆７R発売中に実施

と　き

ところ

と　き

と　き

ところ

　各日入場口で配布する「お接待札」（先着５００人）と

当日の外れ車券５,０００円分で、お茶とお菓子のお接待

が受けられます。



ご長寿おめでとうございます
　この日１００歳の誕生日を迎えた秋山ウメノさん（大

野原町大野原）を白川市長が、敬老顕彰のため訪問し

ました。市長が、秋山さんに「いつまでもお元気で」

と声を掛けると「ありがとうございます」と元気な声

が返ってきました。よく笑いよく話す秋山さんの楽し

みは、週３回のわたつみ苑でのデイサービス。家では、

日光浴をしながら、季節の風を感じたり、草木や花を

愛でたり、またその日あったことなどをひ孫たちと話

し合ったりして過ごしているそうです。

　常磐幼稚園で、4月に入園予定の親子を対象に一日

入園・入園前保護者会がありました。これは、入園前

の不安を取り除くため、この時期に毎年行っているも

の。保護者が園からの説明を受けている間、参加した

３４人の子どもたちは、歌に合わせて手を伸ばしたり、

おへそを押さえたり、お兄さんやお姉さんたちと一緒

に楽しい時間を過ごしました。子どもたちは、早く幼

稚園に通いたくて、4月が待ちきれない様子。帰るとき、

横断歩道で渡り方などを話している親子もいました。

日ごろの感謝を込めて
　（社）日本競輪選手会香川支部の会員２０人が、ＪＲ

観音寺駅周辺の清掃活動を行いました。これは、ファ

ンへの日ごろのお礼と感謝の気持ちを込めたもので、

４月に開催される「ふるさとダービー観音寺（ＧⅡ）」

に併せて行われました。観音寺競輪のマスコット銭形

くんもほうきを持って手伝い。選手らの心のこもった

清掃で、駅前はきれいに掃き清められました。なお「ふ

るさとダービー観音寺（ＧⅡ）」は、４月１９日（木）か

ら４日間開催される予定です。

入館者５０万人突破
　市立中央図書館の入館者が５０万人を突破しました。

５０万人目になったのは、 子どもと一緒に同館を訪

れた主婦篠原めぐみさん（柞田町）。 大平教育長から

認定書や花束、記念品を受け取った篠原さんは「驚き

ました。図書館は月３・４回程度利用。主に子どもの

本や小説などを借りて読んでいます」と笑顔で話して

いました。

▲ぼくたちも早く一緒に遊びたいなぁ

1415

英語で話しましょう

幼稚園って楽しいね

生
き
た
英
語
を
学
ん
で
い
ま
す

▲

こ
れ
か
ら
も
利
用
し
た
い
で
す

▲

素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
す

▲

孫
も
ひ
孫
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
よ

▲

　世界のコイン館（道の駅「ことひき」内）で、雛人

形展がありました。展示されたのは、市内の幼稚園児

が作った雛人形のタペストリーや立ち雛、民家に伝わ

る古雛人形や和紙雛人形など多数。訪れた人は、きら

びやかな段飾りや園児手づくりのかわいい人形に目を

細めていました。また、段飾りの前には菜の花が飾ら

れ、春の訪れを感じさせる香りが会場いっぱいに立ち

込めていました。

　観音寺東小学校で国際理解教育があり、１年雪組

（２４人）の児童がベターズ先生（米国）から英語を習

いました。先生は、市内の小・中学校や幼稚園など

で英語を教えている外国語指導助手。「おはよう」の

あいさつのほか「わたしは元気です」「悲しい」など

の表現を大きなジェスチャーを交えながら学び、色

の勉強ではゲームを取り入れた授業を楽しんでいま

した。

▲レースとはまた違った真剣な表情で清掃活動

さまざまな表情の雛人形に
見入っていました

▲赤い毛せんと黄色い菜の花で色鮮やか

ひな

手の込んだ作品にため息がもれました
　観音寺市身体障害者協会主催の作品展が中央図書館

多目的ホールで開催されました。ことしで１９回目を

迎えるこの作品展では、大野原町、豊浜町の会員が初

参加。出展された作品は６４作品にも上ぼり、どの作

品も力作ぞろい。訪れた人は、細かく組み立てられた

工作や手の込んだ刺しゅうなどに見入っていましたが、

中でも、豊浜町の綿を使ったはんてんが目を引いてい

ました。また、身体障害者協会行事記録写真集もあり、

目にも心にも楽しい作品展でした。

昔の道具の話を聞いたよ
　紀伊小学校の３年生１３人が、総合学習の授業で昔

の道具や郷土料理について、三楽クラブ紀伊支部の皆

さんから学びました。このような授業は、今回で3回目。

わらじやみのなど約１５種類の昔の道具について説明

を聞いた児童たちは「今でも使えるものがある」「昔の

人たちの知恵は素晴らしい」と感想を述べていました。

郷土料理ではきりこみうどんを作り、農作業を終えた

あとでも、手早く調理ができ体も温まるとの説明を受

け「家でもおばあちゃんが作ってくれるよ」とうれし

そうにおかわりをする児童もいました。▲僕も使ってみたいな

め

・・・ ・・
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こんにちは
平成18年4月生まれ

藤 村 真 聖

こんにちはこんにちは

f" gZR!!

ちゃん

ま　　さと なぎ

こ　　 はる

父 裕人さん　母 恵美さん

（大野原町大野原）

優しく元気で明るい
子に育ってね！お姉
ちゃんと仲良く。

お誕生日おめでとう！
これからもたくさん
の笑顔を見せてネ。

お誕生日おめでとう。
みんなと仲良く元気
に育ってね。

寺 内 　 凪ちゃん

塩 田 小 華ちゃん

　満１歳の誕生月のお子さんを掲載して

います。応募締切は誕生月の前々月の末

日まで（例：７月号だと５月３０日）で、

応募多数の場合は先着順になります。ご

応募をお待ちしています。

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

父 惇さん　母 理江さん

（大野原町花稲）

父 精造さん　母 香織さん

（八幡町）

募集しています！！

誕生日おめでとう。
キミの名前はパパが
桜が風に舞うのを見
て付けました。

ちゃん

両親からの
メッセージ

父 竜也さん　母 裕子さん

（植田町）

い
つ
ま
で
も
現
役

大
平
日
晋
さ
ん
（
豊
浜
町
和
田
）

　

大
正
４
年
生
ま
れ
で
９１
歳
の
大
平
日

晋
さ
ん
の
健
康
法
は
、
朝
晩
に
勤
め
る

約
１
時
間
の
読
経
。
深
呼
吸
を
す
る
つ

も
り
で
、
力
い
っ
ぱ
い
大
き
な
声
を
出

す
と
、
山
の
精
気
を
含
く
み
、
清
く
澄

ん
だ
空
気
が
体
の
隅
々
ま
で
い
き
わ
た

る
そ
う
で
す
。
若
い
こ
ろ
に
は
、
西
は

伊
予
三
島
市
（
現
四
国
中
央
市
）
か
ら

東
は
本
大
町
ま
で
約
５
０
０
軒
の
檀
家

を
自
転
車
で
回
っ
て
い
た
大
平
さ
ん
。

当
時
は
舗
装
の
な
い
砂
利
道
を
走
り
、

箕
浦
で
は
潮
風
が
き
つ
く
、
乗
っ
て
い

た
自
転
車
を
抱
え
て
歩
い
た
こ
と
も
あ

る
と
か
。
そ
の
せ
い
か
、
今
で
も
足
腰

が
丈
夫
。
自
然
に
体
が
動
き
、
歩
く
こ

と
や
庭
の
掃
き
掃
除
な
ど
も
苦
に
な
ら

ず
「
豊
浜
支
所
ま
で
な
ら
歩
い
て
行
く

よ
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
欠
か
し
た
こ
と
の
な
い
の

が
『
乾
布
ま
さ
つ
』。朝
と
晩
、
掃
除
な

ど
を
し
て
汗
を
か
い
た
と
き
な
ど
に
硬

い
タ
オ
ル
で
上
半
身
を
ご
し
ご
し
と
こ

す
る
。
す
る
と
、
体
全
体
が
ぽ
か
ぽ
か

と
温
ま
り
、
風
邪
も
ひ
き
に
く
い
そ
う

で
す
。
常
に
心
穏
や
か
に
平
常
心
で
生

活
し
て
い
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安

も
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
、
い
つ
も

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
大
平
さ
ん
。

健
康
で
あ
る
こ
と
や
食
べ
物
が
お
い
し

く
い
た
だ
け
る
こ
と
に
合
掌
し
な
が
ら
、

今
日
も
楽
し
み
の
一
つ
と
い
う
一
合
ち

ょ
っ
と
の
晩
酌
を
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま　　　い

田 村 舞 依
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思いやりの気持ち

　　　　　　表していますか？

企画課男女共同参画推進室

☎ 23－3917

男女共同参画

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
「
コ
ス
モ
ス
」

み

ん

な

の

輪

ぼくからのお願い！！

汚さないで

自然に優しくして

あげてワン

　

牧
野
武
先
生
の
指
導
の
下
、

歌
の
好
き
な
仲
間
が
集
ま
り
、

公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
カ
ラ

オ
ケ
同
好
会
「
コ
ス
モ
ス
」
。
友

人
が
友
人
を
紹
介
し
、
現
在
１６

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
入
会

し
て
半
年
の
人
か
ら
１５
年
の
人

ま
で
経
験
年
数
は
幅
広
く
、
皆

さ
ん
一
度
マ
イ
ク
を
握
る
と
そ

の
歌
の
主
人
公
。
上
手
に
歌
う

の
で
は
な
く
、
人
の
心
に
響
く

歌
を
歌
い
た
い
と
皆
さ
ん
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。「
歌
は
語
り
」「
３

分
間
と
い
う
短
い
ド
ラ
マ
を
演

じ
き
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と

い
う
牧
野
先
生
の
下
で
、
現
在
、

４
月
１５
日
に
行
わ
れ
る
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
の
発
表
会
に
向

け
て
猛
特
訓
中
。
歌
だ
け
で
は

な
く
お
辞
儀
の
仕
方
か
ら
タ
イ

ミ
ン
グ
ま
で
指
導
を
受
け
て
い

ま
す
。
で
も
、
レ
ッ
ス
ン
は
厳

し
い
だ
け
で
は
な
く
、
楽
し
い

こ
と
も
い
っ
ぱ
い
、
皆
さ
ん
笑

顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。
自
分
が
練

習
し
て
い
る
歌
だ
け
で
は
な
く
、

人
の
歌
も
口
ず
さ
み
、
と
き
に

は
手
拍
子
な
ど
も
し
な
が
ら
和

気
あ
い
あ
い
と
練
習
し
て
い
ま

す
。
仲
良
く
、
楽
し
く
、
元
気

よ
く
！
歌
で
人
生
を
楽
し
み
、

一
緒
に
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
ま

せ
ん
か
？
興
味
の
あ
る
人
は
、

観
音
寺
東
公
民
館
（
☎
２５
│

１

７
７
９
）
ま
で
。

　

『
男
女
共
同
参
画
』
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
る

け
れ
ど
、
具
体
的
に
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
、
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

人
は
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
「
女
性
ば
か
り
優
遇
し
て

い
る
」
と
か
「
男
性
に
家
事
や

育
児
を
押
し
つ
け
て
い
る
よ
う

だ
」
な
ど
、
否
定
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
も
っ
て
い
る
人
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

目
指
す
べ
き
男
女
共
同
参
画

社
会
は
、
す
べ
て
の
人
が
力
を

発
揮
し
、
助
け
合
え
る
社
会
で

あ
り
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性

に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
社
会
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
あ

る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
す
る
『
人
権
尊
重
』
の
理
念
。

お
互
い
に
対
等
な
人
と
し
て
認

め
合
い
、
思
い
や
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

「
男
性
が
家
族
を
養
う
こ
と
」

「
女
性
が
家
事
を
担
当
す
る
こ
と
」

は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
感
謝
の
気
持
ち
を
い
つ

も
持
ち
、
そ
の
気
持
ち
を
き
ち
ん

と
言
葉
や
態
度
で
表
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
そ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
に

も
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
は
、
あ
な
た
の
周
り
か
ら

変
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

ひ
と
た
び

　フンの後片付けは、飼い主のマナ

ーです。モラルを守って、道路や公

園などを清潔に保ちましょう。



変
わ
り
ま
す

公
共
下
水
道
の
使
用
料
金

改
定
し
ま
す

　
　
し
尿
収
集
手
数
料

教
え
て
く
だ
さ
い

　
民
話
・
昔
話
・
語
り
人

桜
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
　
参
加
者
募
集

用
排
水
路
土
砂
処
分
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を

市
営
住
宅

　
空
き
家
入
居
者
募
集

時所

　

下
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

６
８
９
０

　

４
月
か
ら
次
表
の
よ
う
に
改

定
さ
れ
ま
す
。

＊
消
費
税
を
含
ん
だ
総
額
表
示
で
、

　

５
月
分
の
料
金
か
ら
適
用
し
ま
す
。

　

衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

１
４
３
８

　

し
尿
収
集
手
数
料
金
を
５
月

の
料
金
（
４
月
く
み
取
り
分
）
か

ら
、
次
の
よ
う
に
改
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
改
定
は
旧
観
音

寺
市
だ
け
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
３

　

ふ
る
さ
と
の
民
話
や
昔
話
、

そ
し
て
そ
れ
を
語
れ
る
人
を
知

り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
民
話

や
昔
話
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
土
地
の
民
話
や
昔
話
は
、

そ
こ
に
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
味
わ
い
深
い
も
の
。
そ

し
て
、
ふ
る
さ
と
か
ら
離
れ
て

い
る
人
に
と
っ
て
も
懐
か
し
い

も
の
で
、
心
の
ふ
る
さ
と
と
い

え
ま
す
。
合
併
し
て
「
ま
ち
」

が
大
き
く
な
っ
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
に
残
る
民
話
や
昔
話

を
収
集
し
、
そ
れ
を
子
ど
も
た

ち
に
教
え
伝
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
民
話
や

昔
話
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
生

涯
学
習
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
８

　

花
見
の
名
所
、
大
野
原
五
郷

山
公
園
。
桜
の
美
し
さ
を
愛
で
、

自
然
の
風
を
感
じ
、
ま
た
大
地

の
に
お
い
を
か
ぎ
な
が
ら
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
に
合
っ
た
ペ
ー
ス
で
歩

く
の
で
、
家
族
や
友
だ
ち
、
ま

た
一
人
で
参
加
し
て
も
楽
し
め

ま
す
。
野
鳥
の
さ
え
ず
り
や
木

々
の
緑
、
瀬
戸
内
海
を
見
渡
せ

る
景
色
、
そ
し
て
、
心
を
癒
や

し
て
く
れ
る
桜
街
道
が
あ
な
た

を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
８
日
（
日
）
／
午
前
９

　

時
各
自
で
ス
タ
ー
ト

　

＊
道
先
案
内
板
有
り

　

萩
の
丘
公
園
管
理
事
務
所
前

　

ス
タ
ー
ト

　

萩
の
丘
公
園
↓
大
谷
池
遊
歩

　

道
↓
五
郷
山
公
園
↓
大
谷
池

　

遊
歩
道
↓
萩
の
丘
公
園
（
全

　

長
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　

自
由
参
加

　

＊
申
し
込
み
不
要

　

萩
の
丘
公
園
管
理
事
務
所

　

☎
５４
―

２
８
０
１（
月
曜
休
館
日
）

　

下
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

６
８
９
０

　

自
治
会
な
ど
で
行
っ
て
い
る

用
排
水
路
の
清
掃
作
業
（
井
手

さ
ら
え
）
で
出
た
土
砂
を
処
分

し
ま
す
。

　

土
砂
の
搬
入
は
、
旧
観
音
寺

市
が
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
大

野
原
町
、
豊
浜
町
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

　

搬
入
で
き
る
も
の
は
「
井
手

さ
ら
え
」
で
出
た
土
砂
類
だ
け

で
、
産
業
廃
棄
物
に
な
る
よ
う

な
も
の
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

＊
持
ち
込
み
禁
止
物
＝
ビ
ニ
ー
ル
、

　

陶
器
類
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
金
属

　

（
空
き
缶
類
を
含
む
）
、
ビ
ン
類
、
木

　

材
類
な
ど

　

下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
井

手
さ
ら
え
の
土
砂
を
搬
入
す
る

団
体
（
自
治
会
な
ど
）
は
、
事

前
に
下
水
道
課
へ
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　

監
理
課
住
宅
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
５
５

　

４
月
２
日
（
月
）
〜
１３
日
（
金
）

　

３
月
３０
日
（
金
）
ま
で
に
空
き

　

家
に
な
っ
た
市
営
住
宅

　

４
月
２７
日
（
金
）
／
午
前
１０
時

　

か
ら
公
開
抽
選

　

市
民
会
館
第
３
会
議
室

　

＊
中
堅
所
得
者
向
け
空
き
家
住
宅

　
　

も
併
せ
て
募
集

くみ取り料金新旧対照表（消費税含む）

内申問

受対時所

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時＝日時 所＝場所 講 ＝講師 内＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

1819

市　民　講　座平成19年度

４月４日（水）～６日（金）午前９時～午後７時

最終締切は、４月１９日（木）午後５時まで

・電話での申し込みはできません。

・受付期間中でも定員になり次第、締め切ります。

・受付期間以後も定員に達しない講座については、引き

　続き受け付けをしますが、受付時間は火曜日から金曜

　日までの午前９時から午後５時までです。

・受講申込者が、１０人未満の講座は開設を中止します。

・全講座、初心者を優先します。

・申し込み後に受講料の返却はできません。

・市民講座以外でも、俳句の会、絵手紙、手描友禅など

　が、自主グループで活動しています。

受付期間

中央公民館

受付場所

市内在住、または勤務している人

（市外の人も申し込み状況により受講可能）

１講座　１,７００円

対　　象

* 詳しいパンフレットは、中央公民館、大野原・豊浜

　各地区公民館、市役所１階ロビーにあります。

受 講 料

お願いと注意点

曜日 期　間 講　座　名 時　間 講　師 定員 教　材　費受講場所

皮 革 工 芸

油 　 絵

ジ ャ ズ ダ ン ス

トールペインティング

石 井 紀 子

福 田 　 透

生 駒 幸 子

高　橋　かをり

佐 川 智 子

嶋 崎 秀 岳

吉　田  由美子

黒　田　九　華

矢 野 孝 江

小笠原　敏　代

石 川 義 象

宝 田 章 江

鰆 目 慶 子

紫 和 順 子

三 野 　 優

石 川 久 夫

阿 部 桑 佑

近 井 昭 博

山 本 悠 祐

押 し 花

か な 書 道

ダ ン ベ ル 体 操

篆 刻（ て ん こ く ）

ア ー ト フ ラ ワ ー

着 物 着 付

初 心 者 書 道 教 室

いきいきコーラス教室

ち ぎ り 絵

や さ し い マ ナ ー

マ ジ ッ ク 教 室

陶 芸 教 室

民 　 謡

中国伝統呉式太極拳

ク ラ シ ッ ク 音 楽

ピ ア ノ 教 室

午後１時３０分～
　午後３時３０分

午後７時３０分～
　午後９時３０分

午後７時～
　　　午後９時

午後７時～
　　　午後９時

午後７時～
　　　午後９時

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

先生

中央

共同

共同

婦人

婦人

中央

共同

婦人

中央

婦人

婦人

共同

婦人

婦人

中央

中央

婦人

共同

婦人

共同

工具代２,０００円（初心者)
革代など実費

材料費など２,０００円（初心者)
５００円（経験者）

基本用具代４,０００円（初心者)
材料費実費

実費

実費

実費

テキスト代５００円（初心者）

用具材料費など１０,０００円
（初心者）

テキスト代、材料費２,３００円

材料費４,０００円（初心者）
実費（経験者）

テキストと材料費１,５００円（初心者）

テキスト代１,０００円（経験者）

テキスト代など１,０００円

テキスト代４００円（初心者）

材料費１,０００円

材料費など３,０００円

筆記用具

実験実習室

展示ホール

軽運動室

第１講習室

第１講習室

第１講義室

軽運動室

第１講習室

第１講義室

第２・３講習室

第１講習室

軽運動室

第１講習室

第１講習室

第１講義室

実験実習室

第１講習室

軽運動室

第１講習室

軽運動室

午後７時～
　　　午後９時

午前10時～正午

第2・4木曜日
午後１時３０分～午後４時

午後７時～
　　　午後９時

午後７時～
　　　午後９時

午前１０時～正午

午後７時３０分～
　　　午後９時

午後１時３０分～
　　　 午後４時

午後７時３０分～
　　　　午後９時

午後７時３０分～
　　　　午後９時

午後７時～
　　　 午後９時

午後２時～
　　　　午後４時

午後３時～
　　　　午後５時

午後７時３０分～
　午後９時３０分

午後７時３０分～
　 午後９時３０分

火

水

木

金

土

（山口　勗）
桧 山 浩 介

中央：中央公民館　共同：共同福祉施設　婦人：働く婦人の家

め

〜

／
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4
月
か
ら

年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

ま
ち
か
ど
特
派
員
決
定

新
入
学
（
園
）
児
の

　
　
　
交
通
安
全
活
動

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
募
集

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者
募
集

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

問

　

２
月
２７
日
、
人
権
擁
護
委
員

を
退
任
し
た
次
の
２
人
に
法
務

大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

田
中
貢
太
郎
さ
ん

　
　
　
　
　

（
豊
浜
町
箕
浦
）

任
期　

平
成
６
年
１０
月
１５
日
〜

　
　
　
　

平
成
１８
年
１２
月
３１
日

合
田　

等
さ
ん

　
　
　
　
　

（
豊
浜
町
和
田
）

任
期　

平
成
６
年
１０
月
１５
日
〜

　
　
　
　

平
成
１８
年
１２
月
３１
日

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
６
９
８

　

平
成
１９
年
度
の
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
の
補
助
金
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

補
助
金
額

　

詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
環

境
保
全
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

秘
書
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
５

　

市
の
姉
妹
都
市
米
国
ア
ッ
プ

ル
ト
ン
市
が
、
こ
と
し
市
制
１

５
０
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典

を
催
す
予
定
で
す
。
そ
こ
で
、

記
念
式
典
に
参
列
し
、
祝
賀
を

と
も
に
祝
う
市
民
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
中
旬

　

未
定
（
個
人
負
担
）

　

秘
書
課
、
ま
た
は
観
音
寺
市

　

国
際
交
流
協
会
（
☎
５２
―

２

　

２
１
５
）

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
４

　

平
成
１６
年
６
月
に
年
金
改
正

法
が
成
立
し
、
段
階
的
な
改
正

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
４
月
か
ら
変
わ
る
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

６５
歳
以
降
の
老
齢
厚
生
年
金

　
　
　

繰
り
下
げ
制
度
の
導
入

　

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
が

あ
り
、
６６
歳
に
な
る
ま
で
に
老

齢
厚
生
年
金
の
請
求
を
し
て
い

な
か
っ
た
人
は
、
老
齢
厚
生
年

金
支
給
の
繰
り
下
げ
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

次
に
該
当
す
る
人
は
繰
り
下
げ

の
申
し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
６５
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
老

　

齢
基
礎
年
金
や
退
職
共
済
年

　

金
な
ど
を
除
く
、
ほ
か
の
年

　

金
給
付
の
受
給
権
者
。

②
６５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
か

　

ら
６６
歳
ま
で
に
、
老
齢
基
礎

　

年
金
や
退
職
共
済
年
金
な
ど

　

を
除
く
ほ
か
の
年
金
給
付
の

　

受
給
権
者
に
な
っ
た
と
き
。

７０
歳
以
上
の
被
用
者
老
齢
厚
生
年
金

　
　
　
　
　

給
付
調
整
の
導
入

①
現
行
の
６０
歳
代
後
半
の
在
職

　

老
齢
年
金
制
度
が
、
７０
歳
以

　

降
の
在
職
受
給
者
に
も
適
用

　

さ
れ
ま
す
。

②
賃
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
合

　

計
額
が
、
４８
万
円
（
支
給
停

　

止
調
整
額
）
を
上
回
る
場
合

　

は
、
老
齢
厚
生
年
金
の
全
部
、

　

ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
に

　

な
り
ま
す
。

＊
現
行
の
６０
歳
代
後
半
の
被
保
険
者

　

対
象
の
在
職
老
齢
年
金
の
仕
組
み

　

と
同
じ

③
厚
生
年
金
保
険
適
用
事
業
所

　

の
事
業
主
は
、
７０
歳
以
上
の

　

人
の
年
金
の
調
整
に
必
要
な

　

報
酬
と
賞
与
に
関
す
る
届
出

　

義
務
が
課
さ
れ
ま
す
。

高
齢
期
（
６５
歳
以
上
）
遺
族
配
偶

者
へ
の
遺
族
厚
生
年
金
と
老
齢

厚
生
年
金
の
併
給
見
直
し

①
自
分
自
身
の
老
齢
厚
生
年
金

　

は
全
額
支
給
。

②
支
給
さ
れ
る
額
を
改
正
前
と

　

後
で
比
較
し
た
場
合
、
後
者

　

の
額
が
少
額
の
と
き
は
、
そ

　

の
差
額
が
遺
族
厚
生
年
金
と

　

し
て
支
給
。

若
齢
期
妻
へ
の

　
　

遺
族
厚
生
年
金
の
見
直
し

　

夫
の
死
亡
時
に
３０
歳
未
満
で
、

子
を
養
育
し
な
い
妻
な
ど
へ
の

遺
族
厚
生
年
金
は
、
若
年
層
の

雇
用
条
件
の
格
差
縮
小
の
動
向

を
踏
ま
え
て
、
５
年
間
の
有
期

給
付
に
な
り
ま
し
た
。

中
高
齢
寡
婦
加
算

　
　
　
　

支
給
対
象
の
見
直
し

　

支
給
要
件
に
な
っ
て
い
る
妻

の
年
齢
が
、
夫
死
亡
時
に
４０
歳

以
上
（
改
正
前
は
３５
歳
以
上
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
待
機
期
間

（
改
正
前
は
３５
歳
か
ら
４０
歳
ま

で
）
が
無
く
な
り
ま
す
。
改
正

後
、
中
高
齢
寡
婦
加
算
は
、
夫

死
亡
時
４０
歳
以
上
に
な
っ
て
い

た
妻
が
、
６５
歳
に
な
る
ま
で
の

間
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

離
婚
な
ど
を
し
た
場
合
の

　
　
　
　
　

厚
生
年
金
の
分
割

①
離
婚
当
事
者
の
婚
姻
期
間
中

　

の
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付

　

記
録
を
、
離
婚
時
に
限
っ
て
、

　

当
事
者
間
で
分
割
す
る
こ
と

　

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

②
施
行
日
（
平
成
１９
年
４
月
１

　

日
）
以
降
に
成
立
し
た
離
婚

　

が
対
象
で
す
。

＊
施
行
日
以
前
の
厚
生
年
金
の
保
険

　

料
納
付
記
録
も
分
割
対
象
。

③
分
割
割
合
（
分
割
を
受
け
る

　

人
の
厚
生
年
金
の
保
険
料
納

　

付
記
録
の
持
ち
分
）
は
５
割

　

が
上
限
で
す
。

④
離
婚
当
事
者
間
の
協
議
で
分

　

割
割
合
に
つ
い
て
合
意
の
上
、

　

社
会
保
険
事
務
局
に
厚
生
年

　

金
の
分
割
の
請
求
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

⑤
合
意
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
き

　

は
、
離
婚
当
事
者
ど
ち
ら
か

　

一
方
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
裁

　

判
所
が
分
割
割
合
を
決
め
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通

　

寺
事
務
所

　

☎
０
８
７
７
―

６
２
―

１
６
６
１

　

広
報
か
ん
お
ん
じ
の
取
材
に

協
力
し
て
く
れ
る
「
ま
ち
か
ど

特
派
員
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

片
山
園
美
さ
ん
（
池
之
尻
町
）

久
保
田
由
美
子
さ
ん（
池
之
尻
町

）

合
田
博
子
さ
ん
（
豊
浜
町
姫
浜
）

白
川
幸
さ
ん
（
大
野
原
町
中
姫
）

　

市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
４

　

か
が
わ
の
交
通
安
全　

守
ろ

う
ル
ー
ル 

示
そ
う
マ
ナ
ー　

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
４
月
６
日

（
金
）
か
ら
１５
日（
日
）
ま
で
新
入

学
（
園
）
児
の
交
通
安
全
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

春
は
、
寒
い
冬
か
ら
過
ご
し

や
す
い
気
候
に
な
り
、
心
も
体

も
ほ
っ
と
し
て
気
が
緩
み
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
気
を

引
き
締
め
て

交
通
事
故
な

ど
起
こ
さ
ぬ

よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

推
進
重
点

☆
新
入
学
（
園
）
児
、
保
護
者
な

　

ど
の
交
通
安
全
意
識
の
醸
成

☆
交
通
安
全
教
育
の
推
進
（
交

　

通
ル
ー
ル
の
理
解
と
実
践
）

☆
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

　

ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

☆
通
学
（
園
）
路
に
お
け
る
交
通

　

安
全
の
確
保

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
身

体
障
害
者
や
戦
傷
病
者
、
知
的

障
害
者
や
精
神
障
害
者
が
、
日

常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
軽

自
動
車
に
つ
い
て
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
し
て
い
ま
す
。

＊
平
成
１９
年
度
か
ら
障
害
範
囲
が
拡

　

大
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記

　

の
各
問
い
合
わ
せ
先
で
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
。

＊
減
免
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
時
の
持
参
物

①
身
体
障
害
者
手
帳
／
戦
傷
病

　

者
手
帳
／
療
育
手
帳
、
ま
た

　

は
精
神
障
害
者
健
康
福
祉
手

　

帳
②
自
動
車
運
転
免
許
証

③
当
該
車
両
の
自
動
車
検
査
証

④
印
鑑

申
請
期
限

　

平
成
１９
年
度
は
、
５
月
２４
日（
木
）

＊
納
期
限
の
７
日
前
ま
で

注
意
事
項

☆
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免

　

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

☆
減
免
さ
れ
る
軽
自
動
車
は
１

　

台
で
す
。

☆
平
成
１８
年
度
ま
で
に
申
請
を

　

し
て
い
る
人
は
、
対
象
車
な

　

ど
の
変
更
が
な
い
限
り
、
申

　

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
税
課
収
納
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
９
２

　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
３

　

大
野
原
支
所
庶
務
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
５４
―

５
７
０
４

　

豊
浜
支
所
庶
務
課
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
５２
―

１
２
０
３

　

伊
吹
支
所
市
民
係

　
　
　
　
　

☎
２９
―

２
１
１
１

　
　

秘
書
課　

☎
２３
―

３
９
１
５

　

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
毎
年
、
市
の
姉
妹
都
市
米

国
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
に
青
少
年

を
派
遣
し
、
交
流
。
こ
と
し
、

参
加
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

７
月
２６
日
（
木
）
〜
８
月
８
日

（
水
）（
予
定
）

　

市
内
在
住
の
中
学
生
・
高
校

　

生
・
大
学
生
・
一
般

　

１０
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場

　

合
、
抽
選
）

　

２０
万
円
程
度

　

４
月
２７
日
（
金
）
ま
で

　

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
か
ら
来
る

青
少
年
や
引
率
者
な
ど
を
受
け

入
れ
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　

７
月
１３
日
（
金
）
〜
２６
日
（
木
）

　

（
予
定
）

　

４
月
２７
日
（
金
）
ま
で

”

“

浄
化
槽
補
助
金
額
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て

長
い
間

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

人
槽
区
分

補
助
限
度
額

４
１
０
、
０
０
０
円

４
９
７
、
０
０
０
円

６
４
４
、
０
０
０
円

５
人
槽

６
・
７
人
槽

８
〜
５０
人
槽

記
念
式
典
参
加
者
募
集

料 時

5
月
２４
日
（
木
）ま
で

平
成
１９
年
度
軽
自
動
車
税

身
体
障
害
者
等
の
減
免
申
請

問

不 動 産

のことなら…

観音寺市植田町３５１-５

有限
会社庄栄不動産

TEL（０８７５）２３-２６３８

ご自宅に広報かんおんじは届きましたか？

配布漏れのときの連絡先

0120－494459

四国新聞販売（株）

時対数料 問受受 時



コ
ー
ナ
ー 健
康

2223

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
予
防

接
種
の
公
費
助
成
始
ま
る
！

操
体
法
教
室
を

　
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

い
き
い
き
体
操
で

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!!

育
児
サ
ー
ク
ル
の
曜
日
変
更

「
看
護
の
日
」
健
康
相
談

平
成
１９
年
度

　
栄
養
教
室
受
講
者
募
集

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

す
ぽ
っ
シ
ュ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
　
　
こ
ど
も
新
サ
ー
ク
ル
開
始

健
康
づ
く
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

農
業
基
礎
講
座

　
　

か
が
わ
ア
グ
リ
塾

や
ま
も
も
作
業
所

　
　地
域
ふ
れ
あ
い
の
日

前
期
（
5
月
〜
9
月
）

　
三
観
広
域
外
国
語
講
座
募
集

　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
は
、

３
歳
ま
で
に
８０
パ
ー
セ
ン
ト
の

子
ど
も
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
る
ほ
ど
、
と
て
も
感
染
力
が

強
い
病
気
で
す
。
し
か
も
、
法

定
外
接
種
（
任
意
接
種
）
の
た
め

予
防
接
種
の
費
用
（
９
、
８
７
０

円
程
度
）
は
、
全
額
自
己
負
担

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
４
月

１
日
か
ら
予
防
接
種
の
公
費
助

成
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

市
内
に
住
民
票
が
あ
り

①
１
歳
以
上
３
歳
未
満
の
乳
幼

　

児
（
平
成
１９
年
度
に
限
り
、

　

１
歳
以
上
で
平
成
１４
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ
ま
で
）

②
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
に
か

　

か
っ
た
こ
と
の
な
い
人

　
　
　
　

４
、
５
０
０
円

*
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
事

　

前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
 
　
　

☎
２３
│

３
９
６
４

　

肩
こ
り
が
と
れ
な
い
、
腰
が

痛
い
、
ひ
ざ
が
痛
い
・
・
・
で

も
病
院
へ
行
く
ほ
ど
で
も
な
い
。

そ
ん
な
人
は
ぜ
ひ
「
操
体
法
」

を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
操
体
法
」
っ
て
？

　

呼
吸
に
合
わ
せ
、
痛
み
の
無

い
方
向
に
体
を
動
か
し
、
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。
動
き

や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　

毎
月
第
２
木
曜
日
／
午
後
１

　

時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

豊
浜
福
祉
会
館

　

奇
数
月
第
３
木
曜
日
／
午
後

　

１
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

＊
日
程
は
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認

　

し
、
各
回
ご
と
に
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
（
電
話
予
約
可
）

　
　

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
 
　
　

☎
２３
│

３
９
６
４

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
６
８

　

だ
れ
で
も
無
理
な
く
で
き
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
で
す
。
ス
ト
レ
ス
で
こ
り
固

ま
っ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
せ
ば
心
も

体
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　

毎
月
第
４
木
曜
日
／
午
前
１０

　

時
〜
午
前
１１
時

　

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　

２
階
集
団
指
導
室

　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
／
タ
オ
ル

　

体
操
／
お
手
玉
遊
び
な
ど

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ

　

い
。

　

タ
オ
ル
／
お
手
玉

　

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
 
　
　

☎
２３
│

３
９
６
４

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
 
　
　

☎
２３
│

３
９
６
８

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　

ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
は
毎
週
火
・

金
曜
日
に
変
わ
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　

自
由
あ
そ
び
は
月
曜
日
の
み

と
し
、
毎
週
金
曜
日
は
０
歳
児

の
乳
児
を
持
つ
家
族
を
対
象
に

「
０
歳
児
の
広
場
」
を
開
催
し

ま
す
。
第
３
金
曜
日
は
「
０
歳

児
＆
プ
レ
マ
マ
広
場
」
と
し
て

妊
婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
触
れ

合
え
る
場
所
に
な
り
ま
す
。

　

午
前
１０
時
〜
正
午

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生

活
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食

生
活
改
善
推
進
員
）
の
仲
間
に

入
り
ま
せ
ん
か
？
家
族
や
近
所

の
人
の
健
康
が
心
配
と
い
う
人
、

自
分
の
こ
れ
か
ら
の
健
康
を
考

え
た
い
人
、
ぜ
ひ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
〜
平
成
２０
年
３
月

　

月
１
回
（
全
１１
回
）
／
午
前

　

９
時
〜
午
後
１
時

第
１
回
５
月
９
日
（
水
）

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

　

ム
と
は
？

第
２
回
６
月
１３
日
（
水
）

　

食
品
衛
生
、
食
品
の
基
礎
知

　

識
に
つ
い
て

　

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　

栄
養
教
室
終
了
後
、
ヘ
ル
ス

　

メ
イ
ト
と
し
て
活
動
で
き
る

　

市
内
在
住
の
女
性

　

３
、
０
０
０
円
（
年
間
受
講
料
）

　

４
月
２０
日
（
金
）
ま
で

　

４０
人

＊
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
 
　
　

☎
２３
│

３
９
６
４

　

４
月
２２
日
（
日
）
／
午
後
２
時

　

〜
午
後
４
時

　

サ
テ
ィ
観
音
寺
店

　

健
康
測
定
（
血
圧
、
体
脂
肪
、

　

血
管
年
齢
、
骨
密
度
）
、
健
康

　

相
談
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外

　

式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い

　

説
明

　

無
料

　
　

香
川
県
看
護
協
会
第
７
支
部

　
　
 
　
　

☎
６２
│

１
１
２
７

糖
尿
病
教
室

　

４
月
１２
日
（
木
）
／
午
後
６
時
〜

　

糖
尿
病
っ
て
治
ら
な
い
の
？

　

／
糖
尿
病
食
で
健
康
維
持
！

　

家
族
も
一
緒
に
健
康
に
！

腎
臓
病
教
室

　

４
月
１９
日
（
木
）
／
午
後
３
時

　

３０
分
〜

　

腎
臓
の
動
き
に
つ
い
て
／
腎

　

臓
病
に
使
わ
れ
る
お
薬
に
つ

　

い
て
／
社
会
福
祉
制
度
に
つ

　

い
て

＊
各
教
室
と
も
要
予
約

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
 
　
　

☎
５２
│

３
３
６
６

ス
イ
ミ
ン
グ　

月
・
水
・
土
曜
日

ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ　

月
曜
日

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス　

月
・
木
曜
日

ジ
ュ
ニ
ア
空
手　

水
曜
日

サ
ッ
カ
ー
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）　

　

金
曜
日

　
　

す
ぽ
っ
シ
ュ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｈ

　

Ａ
Ｍ
Ａ 

☎
５６
│

３
３
６
６

　

４
月
２９
日
（
祝
）
／
午
前
８
時

　

受
付
、
午
前
８
時
２０
分
出
発

　

市
民
会
館
〜
琴
平
町
（
約
２２

　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　

弁
当
、
水
筒

　

１
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

　

４
月
１８
日
（
水
）
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
係
☎
２３
│
３
９
４
１

　

５
月
１３
日
（
日
）
／
午
前
８
時

　

２０
分
〜

　

一
の
宮
公
園
芝
生
広
場

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

　

１
０
０
円
／
人
（
保
険
料
込

　

み
）

　

＊
競
技
は
個
人
戦

　

４
月
２５
日
（
水
）
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
係

☎
２３
│

３
９
４
１

　

夜
間
と
休
日
を
利
用
し
て
、

農
業
の
基
礎
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
講
座
で
す
。

　

５
月
１１
日
（
金
）
〜
８
月
３１
日

　

（
金
）
１１
回
程
度
／
午
後
６
時

　

３０
分
〜
午
後
８
時
３０
分

　

ど
ち
ら
か
で
受
講

　

香
川
県
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー
（
高
松
市
郷
東
町
５
８

　

７
│

１
）／
ま
ん
の
う
町
満
濃

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（

　

ま
ん
の
う
町
四
條
７
３
４
│
１
）

　

県
内
で
就
農
を
希
望
す
る
人

　

（
原
則
６５
歳
未
満
）

　

各
２５
人
程
度
（
就
農
意
欲
の

　

強
い
人
を
優
先
し
、
定
数
を

　

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　

無
料
（
保
険
料
な
ど
は
実
費

　

が
必
要
）

　

４
月
２
日
（
月
）
〜
２０
日
（
金
）

　

必
着

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　

番
号
・
就
農
意
欲
・
受
講
希

　

望
場
所
を
明
記
し
て
、
郵
送

　

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
申
し
込

　

み

　
　

県
農
政
水
産
部
農
業
経
営
課

　

☎
０
８
７
│

８
３
２
│

３
４
０
６

　
　

０
８
７
│

８
３
３
│

１
３
２
７

　

英
語
初
級
／
火
曜
日

　

英
語
中
級
／
水
曜
日

　

中
国
語
初
級
／
月
曜
日

　

中
国
語
中
級
／
木
曜
日

　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
３０
分

　

三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
研
修
会
議
室

　

各
３０
人

　

＊
定
員
を
超
え
た
と
き
は
抽
選

　

各
１
万
円

　

４
月
９
日
（
月
）
〜
１３
日
（
金
）

　

語
学
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
 
　
　

☎
２５
│

０
０
７
９

　

三
観
広
域
行
政
組
合
企
画
課

　
　
 
　
　

☎
２５
│

３
２
０
４

　

作
品
展
示
即
売
（
手
芸
品
、

陶
芸
品
）
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

バ
ザ
ー
（
う
ど
ん
、
す
し
な
ど
）

を
行
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
（
日
）
／
午
前
１０
時

　

〜
午
後
２
時

　
　

心
身
障
害
者
小
規
模
通
所

　

作
業
所　

や
ま
も
も
作
業
所

　

（
一
ノ
谷
小
学
校
前
）

　
　
 
　
　

☎
２３
│

３
５
０
７

お
知
ら
せ

日 行　　　　事

:

:

::

:

2
0
0
7
こ
ん
ぴ
ら
健
脚
大
会

く ら し の 生 き 生 き 情 報

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

対問 自
己
負
担

＝問合先

ス
ポ
ー
ツ

情
報

時時申

問

時所内持問時

時所対料受数主時 申

問

所内料時内時内申

問

主

問

申時所持

問

時

数料受申申

問

時

所対

時所対料受 料受申

問

申

問

F

所数料受問時所

問



　

２
月
２２
日
に
地
鎮
祭
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
完
成
は
６
月

の
予
定
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
高
等
学

校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
人
の

た
め
に
、
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
人
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め

の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

８
月
８
日
（
水
）
・
９
日
（
木
）

　

平
成
１９
年
度
で
満
１６
歳
以
上

　

に
な
る
人
（
大
学
入
学
資
格

　

の
あ
る
人
を
除
く
）

　

第
１
回
５
月
１１
日
（
金
）
〜
２３

　

日
（
水
）
当
日
消
印
有
効

　
　

県
教
育
委
員
会
事
務
局
生

　

涯
学
習
課

　

☎
０
８
７
│

８
３
２
│

３
７
７
１

　

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
推
進
課

　

☎
０
３
│

５
２
５
３
│

４
１
１
１

【
大
学
卒
業
程
度
】

国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種

　

４
月
２
日
（
月
）
〜
９
日
（
月
）

　
　
　
　

４
月
２９
日
（
日
）

国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種

　

４
月
１３
日
（
金
）
〜
２４
日
（
火
）

　
　
　
　

６
月
１７
日
（
日
）

国
税
専
門
官

労
働
基
準
監
督
官

法
務
教
官

　

４
月
２
日
（
月
）
〜
１３
日
（
金
）

　
　
　
　

６
月
１０
日
（
日
）

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

　

４
月
２
日
（
月
）
〜
９
日
（
月
）

　
　
　
　

５
月
２０
日
（
日
）

　

人
事
院
四
国
事
務
局
第
二
課

　

試
験
係

　

☎
０
８
７
│

８
３
１
│

４
７
６
５

 
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生

　

２０
歳
以
上
２８
歳
未
満

　

５
月
１１
日
（
金
）
ま
で

　

試
験
日
５
月
１９
日
（
土
）

歯
科
、
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

　

専
門
の
大
学
卒
（
見
込
み
含

　

む
）
２０
歳
以
上
３０
歳
未
満

　

５
月
１１
日
（
金
）
ま
で

　

試
験
日
５
月
１９
日
（
土
）

２
等
陸
・
海
・
空
士

　

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満

　

随
時
受
付

　

試
験
日
は
受
付
時
に
通
知

　

自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２５
│

６
１
２
２

 

１
週
間
前
ま
で

 

３
歳
未
満
３
、０
０
０
円
／
日

　

３
歳
以
上
２
、０
０
０
円
／
日

く ら し の 生 き 生 き 情 報

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

時

受

受内問料 受

対受申

問

＝問合先

４月１５日(日)／午前１０時～午後４時

香川県弁護士会館（高松市丸の内）

面談での相談のみ（３０分程度）

４月１３日（金）まで

　香川県弁護士会　☎０８７－８２２－３６９３

時

所

内

受

申 問

U
R
L
　h
ttp
://w
w
w
.jin
ji.g
o
.jp/

１
次
試
験

受１
次
試
験

受１
次
試
験

受問対受内対対 受内 １
次
試
験

*完全予約制

相談あれこれ

2425

消
防
だ
よ
り

図書館だよりLibrary News

３

　

４
３
８
件

火
災
・
救
急
件
数

相談あれこれ相談あれこれ
※相談日は、都合により変更することがあります

時

所

時

時

時所

所

所

申

時

時

申

問

問

時

時

時

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

時

講

問

所

問 時

時

時

時

講

講

時

時

時

時

時

数 時

所 講

所

所

所

所

講

横山　隆利＝池之尻町

　嶋　唯裕＝本大町

筒井　保夫＝柞田町

河内　英雄＝観音寺町

筒井カツヱ＝観音寺町

岡田　照夫＝観音寺町

藤原　照和＝豊浜町和田

藤川　文彦＝大野原町大野原

合田　浩幸＝大野原町大野原

茨木　正輝＝大野原町丸井

合田　歌子＝大野原町大野原

森安　光男＝大野原町中姫

高橋　英機＝豊浜町姫浜

丸亀友の会

米田　英行＝栃木市箱森町

遺言・相続に関する無料法律相談

中央図書館行事予定
新

鈍感力

いちごとおひさま

石倉ヒロユキ　絵

学　研

渡辺　淳一　著
集英社

★おはなし会

★つぼみ愛書会４月例会

★図書館講座（古典を読む会「徒然草」＋日本語講座）

◆新着図書は、新着コーナーにリストを掲示していますのでご覧ください。

◆図書などが貸出中の場合は、予約をすることができます。

　予約は、各図書館やインターネット、携帯電話からもできます。

◆読みたい本が図書館にない場合は、リクエストできますのでカウンターへ申し込んでください。

　また、県内の図書館の資料も取り寄せることができます。（詳細は、図書館に問い合わせてください）

大野原図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

★工作教室「おいしそうなラーメンをつくろう！」

★おはなし会

★読み聞かせにおすすめの絵本展　　　　２３日（月）～５月１２日（土）

行事についての詳細は、各図書館に問い合わせてください

中央図書館☎２３－３９６０　大野原図書館☎５４－５７１５　豊浜図書館☎５２－１２０６

1
1
〜

2
２８

箕
浦
工
業
団
地
地
鎮
祭

（
株
）
玉
造

四
国
事
業
所
第
二
工
場

平
成
１９
年
度
　
高
等
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験

自
衛
官
募
集

国
家
公
務
員
採
用
試
験

日
曜
（
休
日
）
保
育

今月の人口

65，657人

31，565人

34，092人

22，951世帯

（3月1日現在）

人　口

男

女

世帯数

火　

災

救　

急

あたたかい心ありがとうございます

２月1日～２８日（敬称略）

社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会

香典返し

一般寄付

南
消
防
署

☎
２４
―

２
１
１
９

件

刊
　７日（土）午後1時３０分～午後２時１０分�
２８日（土）午後1時３０分～午後２時１０分
２７日（金）午後1時３０分～
 　五木寛之著　運命の足音（幻冬舎文庫）

２８日（土）午前９時５０分～午前１１時２０分

★おはなし会 １４日（土）午後２時～午後３時

２８日（土）午後２時～午後３時

　７日（土）午後１時３０分～午後２時３０分

２１日（土）午後１時３０分～午後２時

林
野
火
災
の
防
止

愛和保育園

４月

５月

1・１５・２９日

１３・２７日

8・２２日

6・２０日

中部保育園

☎２７－７４４０ ☎２５－８３５９

　

林
野
火
災
は
、
例
年
春
先
を

中
心
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
降
雨
量
が
少
な
く
空

気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹
く
中

で
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、
山

菜
採
り
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
楽
し
む
入
山
者
が

増
加
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が

原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

林
野
火
災
は
、
消
防
水
利
の

不
足
や
道
路
状
況
が
良
く
な
い

な
ど
、
消
火
活
動
が
非
常
に
困

難
な
上
、
乾
燥
や
強
風
の
気
象

条
件
も
加
わ
る
と
、
焼
損
面
積

が
広
範
囲
に
及
ぶ
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
一
度
焼
失

し
た
森
林
は
、
再
度
再
生
す
る

ま
で
に
長
い
年
月
が
か
か
る
た

め
、
保
水
力
が
低
下
し
、
台
風

や
集
中
豪
雨
で
の
土
砂
崩
れ
な

ど
の
自
然
災
害
を
誘
発
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

入
山
す
る
と
き
は
、
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
、

た
き
火
の
後
は
必
ず
消
火
を
確

認
す
る
な
ど
、
最
低
限
の
マ
ナ

ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

統
一
標
語

伝
え
た
い　

森
の
や
さ
し
さ　

　
　
　
　
　
　
　

火
の
こ
わ
さ


